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原生文末詞―――――――― 感声的文末詞――――――― ナ行音 
               非感声的文末詞―――カ   ヤ行音 
転成文末詞―――――助詞系               サ・ザ行音 
           助動詞系 
           動詞系 
           形容詞系 
           形容動詞系 
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           代名詞系 
           副詞系 
           感動詞系 
図１：藤原（1982）時点の文末詞分類 
 また、藤原（1993）はさらに原生文末詞にヲ（オ）、転成文末詞に接続詞系という項目を









































実施期間は 2005 年 8 月下旬～9 月上旬、2005 年 11 月下旬、および 2005 年 12 月下旬、
調査地点は小野町内の飯豊、小野新町、塩庭の 3 地点である。コンサルタントの自宅にお
いて筆者とコンサルタントの面談形式をとった。調査表に挙げた共通語を方言に訳して発
話していただき、筆者がそれを書き取った。コンサルタントは小野町在住の 17 歳から 87
歳までの男女 14 人であり、コンサルタント A（17 歳男／飯豊）・B（21 歳男／小野新町）・
C（22 歳女／小野新町）・D（22 歳女／塩庭）を若年層、E（34 歳女／小野新町）・F（44  





5宮城・山形・新潟・群馬・栃木・茨城の各 1 地点。 
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歳女／小野新町）・G（45 歳男／飯豊）を中年層、H（52 歳男／小野新町）・I（53 歳男／
塩庭）・J（66 歳女／飯豊）・K（68 歳男／飯豊）・L（72 歳女／塩庭）・M（73 歳女／小野
新町）・N（87 歳女／飯豊）を老年層とする。また、コンサルタントをお願いするにあた

















































高く発話される。文末詞イは WH 疑問文に現れた。 




（11）アソゴニ ヤマ アッツォ。（言い聞かせ：あそこに山があるよ。） 




ツォおよびツォイはゾおよびゾイの異形態であり、ゾおよびゾイが -ru に後接し、-ru が
促音化した場合にのみ現れる。 















                                                        
9 佐藤（1958：418）より。 
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正するときに現れる。文末詞ノは対等および目下に対する疑問文で使用される。 
⑧ 転成文末詞：助動詞系転成文末詞 【ダ、ダイ、ベ（ペ）、バイ（パイ）】 
（21）ナジョッタダ。（疑問：どうしたんだ。） 
（22）メシ クーベ。（意思・勧誘：ご飯を食べよう。） 




態である。-ru にベ、バイが後接する場合は –ru が促音化し、ペ、パイと変化する。 





⑫ 転成文末詞：名詞系転成文末詞 【コト】 
（29）オモシェーゴド。（詠嘆：おもしろいなあ。） 
 詠嘆の表現として現れる。 





⑭ 転成文末詞：副詞系転成文末詞 【ハー】 






 A B C D E F G H I J K L M N 
Ⅰ(%) 33.8 51.8 42.8 45.0 61.7 64.8 79.6 71.0 48.5 82.6 73.1 69.5 76.5 75.5 
Ⅱ(%) 2.8 6.1 16.6 21.9 36.7 51.8 68.6 55.0 16.1 60 53.7 62.3 53.1 68.8 
















 飯豊 小野新町 塩庭 
 若年層 中年層 老年層 若年層 中年層 老年層 若年層 中年層 老年層 
ナ ○／－ ●／－ ●／● ○／× －／● ●／● －／○ －／－ ○／× 
イ ×／－ ●／－ ●／● ×／× －／● ×／× －／× －／－ ×／× 
コト ×／－ ×／－ ×／● ×／× －／× ×／● －／× －／－ ×／× 
シタ ×／－ ×／－ ×／× ●／× －／× ×／× －／× －／－ ×／● 
ワ ×／－ ×／－ ●／● ×／● －／× ×／● －／× －／－ ×／× 
ワイ ×／－ ●／－ ×／× ×／× －／× ×／× －／× －／－ ×／× 
ハー ×／－ ×／－ ×／● ×／× －／× ×／● －／× －／－ ×／× 
ゲンチョ ×／－ ●／－ ●／● ×／× －／× ×／× －／× －／－ ×／× 
セ ×／－ ×／－ ×／× ×／● －／× ×／× －／● －／－ ×／× 
シェ ×／－ ×／－ ×／● ×／× －／× ×／× －／× －／－ ×／● 
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